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 Ｈ２９特別支援教育通信②       イインンククルルーーシシブブ  

             ～わが子を見つめるための特別支援教育～    
 

＊『発達障がい』について   

 『発達障がい』という言葉を耳にされたことのある方も多いかと思います。では，発達障がいとは，具

体的にどのような障がいなのでしょうか。今月号では、その概要について紹介します。 

 

 ①脳機能が関係する先天性のものです 
  親のしつけや家庭教育の問題などが原因と思われがちですが，それは誤解です。 

②コミュニケーションや対人関係をつくるのが苦手です 
基本的に知的な遅れがないことが多く，一見障がいがあるように見えないため，行動や態度について，

「自分勝手」とか「変わった人」「困った人」と誤解されてしまうことが多いのが特徴です。 

③具体的には・・・ 
・自閉症スペクトラム障害（※自閉症・アスペルガー症候群など）・注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ） 

・学習障害（ＬＤ）などがあります。下図をご覧ください。 

 

 
 

＊「ふつう」って何だろう？  

 私たちは日頃よく「ふつう」という言葉をつかいますが、ふつうとは何でしょう？例えば、「普

通の人」という言葉からどんなイメージをしますか？いざ聞かれると、答えるのが難しいと思う人

が多いと思います。人は、誰しも「くせ」や「特性」があり、それらを「性格」や「個性」と呼び

ます。そして、その「くせ」や「特性」が人一倍強く、日常生活や社会生活を送るのに困難がある

場合を、今の社会では「障がい」という言葉で表現しています。「個性と障がいは紙一重」と言わ

れますが、まさにそうだと思います。障がいのある人、そして自分自身のことを、新たな視点で見

つめてみると、これまでと考え方が変わるきっかけになるかもしれませんね。 

自閉症スペクトラム障害 

２つ以上の発達障がいを 

併せ持つ場合もあります。 

注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ） 

学習障害（ＬＤ） 



 

ご意見・ご要望，お子様のことについて気になることやお悩みになることがある場合

は、枠内にご記入の上，担任の先生に提出されてください。 

 


